
ショート動画の "3秒掴み"

攻略ホワイトペーパー
TikTok／YouTube Shorts／Instagram Reelsで 
視聴者を引き込むテクニック

株式会社ベイコスメティックス



月間アクティブユーザー数

17億人

+19%
冒頭離脱率はプラットフォーム評価指標のコア

2秒以内のフックで視聴維持率向上

3秒フックの重要性

※TikTok社内資料より

YouTube Shorts 1日の再生数

700億回

Instagram Reels 視聴時間の成長率

＋24％

17種類のフックカタログ
3秒フックのテクニック集

主要コンテンツ

ショート動画の現状と「3秒フック」の重要性
ショート動画で即効果を発揮するフックの重要性

フック事例集
実際に使われている3秒フックの5つの事例

バズる設計5ステップ
バズる動画作りのための5ステップ

tiktokにおけるKPIと成功指標
tiktokにおける見るべき指標とKPIの詳細な説明

未来予測と30日アクションプラン
AI生成フック、UGC拡張、ライブコマース連携

エグゼクティブサマリー

本ホワイトペーパーの概要

データソース：Meta/TikTok/Google公式レポート（2025年）

ショート動画市場の現状



プラットフォーム成長率プラットフォーム月間アクティブユーザー数（MAU）

単位：百万人（2025年時点） 2024年比（%）

出典：Meta/TikTok/Google公式レポート（2025年）

ショート動画の現状と「3秒フック」の重要性

◎ 世界の縦動画統計

アクティブユーザー数、プラットフォーム成長率、共に拡大中
→  ショート動画が注目されやすい  市場



出典：Meta/TikTok/Google公式レポート（2025年）

ショート動画の現状と「3秒フック」の重要性

◎「3秒フック」の重要性

最も重要とされる「初期離脱率」・「視聴継続率」の
鍵を握るのが  冒頭の3秒フック

視聴維持率の向上（TikTok社内資料）

2秒以内にフックを入れると +19%

ユーザーがスクロールせずに視聴を続けると高評価となり、さらなる配信拡大 に

初期離脱率がプラットフォームの推奨を左右

冒頭3秒がすべてを決める

ショート動画プラットフォームのアルゴリズムにおいて、冒頭の離脱率は
最重要評価指標

効果的なフックあり フックなし

フックの有無による視聴継続率の比較



視覚入力 → 即時評価 → 継続/離脱

最初の刺激が後続の情報処理に影響を与える現象

冒頭3秒の印象が残りの視聴体験全体の評価を左右

プライミング効果

未完結な情報に対して強い記憶と関心が生じる現象

冒頭で「続きが気になる状態」を作ると視聴継続率が21%向上

ザイガーニク効果 （未完結効果）

情報処理がスムーズなほど好意的に評価される現象

明確で理解しやすいフックは視聴者の継続意欲を高める

認知的流暢性

ソーシャルメディア時代の注意力スパンは8秒（2000年比-4秒）

出典：Microsoft注意力研究 (2025)

「スクロール耐性」の育成

視聴者が次の動画へスクロールする衝動に抗う「フック」の必要性
効果的なフックがない場合 72%がスキップ

TikTok平均判断時間 Reels平均判断時間 Shorts平均判断時間
2.1秒 1.7秒 2.5秒

「3秒フック」の心理学的根拠

注意力スパンの短縮化

ドーパミン放出を求め、素早い判断を下す脳の仕組み

即時型満足の脳内メカニズム

心理学効果と3秒フックの関連

ソーシャルメディア視聴行動パターン



Shock Opening
衝撃的オープニング

予想外の展開や刺激的な映像で瞬時に注意
を引く

視聴維持率 87%

 CTR平均: 4.2%

効果理由：パターン認識の破壊が脳を活性化

17種類のフックカタログ（Part 1）

Bold Statement
大胆な主張

反論したくなるほど刺激的な主張で注目
を集める

効果理由：認知的不協和が脳の関与を促進

視聴維持率 79%

 CTR平均: 4.1%

Before & After
ビフォー‧アフター

冒頭で劇的な変化の結果を見せ、過程へ
の興味を喚起

効果理由：視覚的比較が価値認識を高める

視聴維持率 83%

 CTR平均: 4.0%

Curiosity Gap
好奇心ギャップ

情報の一部だけを提示し、続きへの渇望
を生む

効果理由：ループワインディングが期待を向上

視聴維持率 85%

 CTR平均: 3.9%

Part 1/2

Instagram Reels : Before & Afterが特に高い完走率

TikTok : Shock Openingがインプレッション数1.7倍増 YouTube Shorts : Pattern InterruptとCuriosity Gapの組み合わせが最適

 これら8種のフックだけで視聴維持率を平均23%向上

※データ出典：TikTok/Meta/Google公式レポート（2025年）およびA/Bテスト結果

フックカタログ活用のベストプラクティス

Question Teaser
疑問提示型

答えが気になる質問で視聴者の好奇心を
刺激

効果理由：視覚的比較が価値認識を高める

視聴維持率 82%

 CTR平均: 3.7%

Pattern Interrupt
パターン中断

予想される文脈を意図的に破壊し注意を
引く

効果理由：予測エラーが認知を集中させる

視聴維持率 81%

 CTR平均: 3.5%

Challenge/Problem
チャレンジ/問題提示

共感できる問題や挑戦を提示し解決への
期待を高める

効果理由：自己関連性が強い脳内処理を刺激

視聴維持率 78%

 CTR平均: 3.2%

Time-Sensitive Hook
時間制限型

緊急性を感じさせ「今見るべき」と思わ
せる

効果理由：損失回避バイアスが優先視聴を促進

視聴維持率 76%

 CTR平均: 3.8%



�

◐ 

TikTok
Emotional + User POV 
（感情喚起＋ユーザー視点）

Instagram Reels
Trending + Before & After 
（トレンド＋ビフォーアフター）

業界別最適フック
美容：Before & After / 教育：Curiosity Gap
飲食：User POV / IT：Bold Statement

Challenge + Story Hook 
（チャレンジ＋ストーリー）

YouTube Shorts

プラットフォーム別 最適フック組み合わせ

17種類のフックカタログ（Part 2）

Story Hook
ストーリーフック

いきなり物語の途中から始め、文脈へ
の 好奇心を刺激

視聴維持率 84%

 CTR平均: 3.8%

効果理由： 脳はストーリーに没入しやすい特性

Contrast Hook
コントラストフック

対照的な要素を組み合わせて認知的不
協 和を生む

視聴維持率 80%

 CTR平均: 3.5%

効果理由：脳は矛盾の解消に注意を向ける

Expert Opinion
権威性アピール

権威ある人物‧情報源から始め信頼性
を 高める

視聴維持率 75%

 CTR平均: 2.9%

効果理由：社会的証明と権威性バイアスを活用

User POV
ユーザー視点

視聴者目線のカメラワークで没入感を
高 める

視聴維持率 82%

 CTR平均: 3.7%

効果理由：ミラーニューロンが共感を生み出す

Trending Hook
トレンド活用型

最新トレンドを利用しFOMOを刺激す
る

視聴維持率 79%

 CTR平均: 4.3%

効果理由：時事性と関連性が認知処理を優先化

Personalization
パーソナライズ型

特定のニッチな属性や興味を呼び掛け
る

視聴維持率 86%

 CTR平均: 4.5%

効果理由：自己関連性効果が記憶と注意を促進

Emotional Hook
感情喚起型

強い感情（喜怒哀楽）を即座に引き出
す

視聴維持率 88%

 CTR平均: 4.1%

効果理由：感情的反応が記憶定着と共有を促進

Pain Point
痛点訴求型

共通の問題/不満から始め共感を得る

視聴維持率 81%

 CTR平均: 3.9%

効果理由： 問題解決への欲求が強い動機付けに

Social Proof
社会的証明

集団行動や人気の証拠を示し信頼性を
高める

視聴維持率 77%

 CTR平均: 3.6%

効果理由：社会的同調性バイアスを活用

Part 2/2 ※データ出典：TikTok/Meta/Google公式レポート（2025年）およびA/Bテスト結果



意外性のギャップ：予想外の状況が注意を引きつける
視覚的インパクト：雨と転倒の視覚効果が記憶に残る
感情の喚起：驚き‧おかしみ‧同情が同時発生

視聴維持率

フック事例 1/5

権威性のある“エガちゃん”という人物でフックをし、どんな商
品が紹介されるのか視聴者の興味を惹く

※データ出典：TikTok Creator Analytics (2025)

TikTok事例
 288.5万回再生▶ 9.7万いいね♥ 493コメント

2024年11月公開  

2024年ベスコス美容液

事例1: expert opinion

権威ある人物‧情報源から始め信頼性を高める

フックの特徴

コメント率

感情反応指数

87%

92%

8.3%

フックの効果



視聴維持率

認知的不協和：視聴者の固定観念を揺さぶる
論争的テーマ：幅広い意見を引き出す両極性
挑発的な主張：視聴者の反応を誘発する大胆な表現

フック事例 2/5

結論が気になるテーマを開始と同時に提示し、結論と解説を知
りたい欲求を利用して視聴する意欲を刺激

※データ出典：TikTok Creator Analytics (2025)

美容液は無駄か否か

事例2: qustion teaser

答えが気になる質問で視聴者の好奇心を刺激

フックの特徴

TikTok事例
 266.7万回再生▶  5.9万いいね♥ 1,248コメント

2024年9月公開  
シェア率

議論発生率

79%

85%

6.7%

フックの効果



視聴維持率 76%

フック事例 3/5

今回のメガ割で、何を買えばいいのかという共通の疑問を提示
し、その解決への期待を高めている

※データ出典：TikTok Creator Analytics (2025)

2025年 買うべき神美容液6選

事例3: challenge/problem

共感できる問題や挑戦を提示し解決への期待を高める

フックの特徴

TikTok事例
228.5万回再生▶  1万いいね♥ 80コメント

2025年2月公開  
共感緊急度

即時アクション率 82%

7.2%

フックの効果

緊急性の創出：「今すぐ」行動を促す時間的圧力
損失回避バイアス：見逃すことへの不安を喚起
具体的期日設定：抽象的な警告より説得力を増す



視聴維持率 83%

フック事例 4/5

ニキビ跡を薄くしたいという共通の疑問を提示し、その解決へ
の期待を高めている

※データ出典：TikTok Creator Analytics (2025)

わかる人いませんか！？

事例4: challenge/problem

共感できる問題や挑戦を提示し解決への期待を高める

フックの特徴

TikTok事例
18.8万回再生▶ 5.1万いいね♥ 222コメント

2025年2月公開  
行動変容率

インパクト指数 91%

5.8%

フックの効果

変化の劇的さ：ビフォーアフターの対比が驚きを生む
視覚的インパクト：見た目の変化が強い印象を残す
共感と期待：「自分も変われるかも」という希望を与える



視聴維持率 78%

共感性の活用：視聴者の経験と一致する問題提起
解決への期待：問題提示から解決策への流れ
感情的接続：共通の悩みが生む連帯感

フック事例 5/5

“企業から直接ダンボールが届いた“という情報を提示すること
で、続きを気にならさせる

※データ出典：TikTok Creator Analytics (2025)

洗い流さないトリートメント

事例5: gap hook

情報の一部だけを提示し、続きへの渇望を生む

フックの特徴

TikTok事例
 15.5万回再生▶  2,310いいね♥ 100コメント

2025年4月公開  
コメント率

共感度 82%

6.8%

フックの効果



時間投資の最適化：初回設計に8時間以上
投資することで、以降の制作時間を60%削減可能

テンプレート活用：成功したフックは動画編集
テンプレートとしてストック、再利用性を高める 

AI活用：データ分析とフック生成にAIツールを活用し、
クリエイティブの多様性を確保

実装のポイント

フック設計5ステップ

所要時間：2-3時間

マイクロペルソナを作成

ターゲットの日常動画消費
習慣を分析

3つの興味と2つの不満を
特定

ペルソナが消費している
競合コンテンツの特徴を分析 
（視聴時間帯‧ジャンル‧長さ）

ポイント

Step1 : ターゲット分析

1
ターゲット分析

所要時間：1-2時間

プラットフォームに合わせて
フック種類を調整
（TikTokは刺激的、YouTubeは関連性高く ）

ポイント

Step2 : フック選定

2
フック選定

所要時間：3-4時間

初動3秒の動線設計
（視線誘導‧テキスト配置‧
　色彩心理学の活用）

ポイント

Step3 : コンテンツ設計

3
コンテンツ設計

所要時間：2日間

サムネイル‧タイトルも同時に
テスト（特にYouTube Shortsで
はテキスト配置のテストも重要）

ポイント

Step4 : A/Bテスト

4
A/Bテスト

所要時間：常時モニタリング

視聴者維持率ヒートマップで
脱落ポイント特定と改善
（5回以上の継続的な最適化）

ポイント

5
データ分析‧最適化

競合分析：トレンド＋独自
性の組み合わせ

選定基準：視聴維持率と
CTRの適正バランス

17種から業界特性に
合う3種を選定

撮影技術要件と編集テンプ
レート作成

視聴者の感情曲線を描く
(起伏設計)

初動3秒の構成を最優先に
設計

5千〜1万再生を目安に初期
データ収集

分単位での投稿タイミング
を統一

同一内容で異なるフック
の2-3バージョン作成

フック効果の半減期を測定
し更新計画立案

プラットフォーム間のクロ
スパフォーマンス比較

3秒時点での視聴維持率を
最重要KPIに

Step5 : データ分析  最適化・

※成功事例：上記5ステップ完了後、視聴完了率平均28%向上、エンゲージメント率36%改善（2025年データ）



KPIと成功指標

視聴者維持率曲線の「急降下ポイント」を特定し、
その直前のフック要素を強化

オーディエンス属性と「3秒完走率」の相関を分析し、
ターゲットに最適なフックを発見 

週次レポートを作成し、フック種別ごとの効果を時系列
で比較‧最適化

データ活用のポイント

衝撃的オープニング
AVD (Average View Duration)

プラットフォーム別
KPI比較

業界別ベンチマーク
（3秒完走率）

測定ツール
ダッシュボード

クリック率
CTR (Click Through Rate)

エンゲージメント率
Engagement Rate

3秒完走率
3-Second Completion Rate

測定方法
合計視聴時間 ÷ (動画の長さ × 視聴回数) × 100

 業界平均: 45%

目標値 ≧60%

測定方法
　　クリック数 ÷ インプレッション数 × 100

 CTRが1%向上するとフォロワー増加率が平均25%上昇

目標値 ≧1.5%

測定方法
3秒以上視聴したユーザー数÷総視聴開始数×100

目標値 ≧70%

測定方法
（いいね+コメント+シェア）÷リーチ数×100

目標値 ≧5.0%

7.2%
感情型フック

5.8%
質問型フック

4.5%
挑戦型フック

美容‧コスメ: 76%

テクノロジー: 68%

食品‧飲料: 72%

エンタメ: 81%

ファッション: 70%

TikTok Analytics Pro
リアルタイム視聴維持率‧フック効果測定

YouTube Studio
視聴者維持率グラフで3秒時点の離脱率確認

Meta Business Suite
Reelsパフォーマンス‧インサイト分析

SocialInsider
クロスプラットフォーム分析‧競合比較

 2025年第1四半期データ

AVD

3秒完走率

CTR

≥65%

≥75%

≥2.0%

≥6.0% ≥4.5%

≥60%

≥70%

≥1.5%

≥5.5%

≥55%

≥65%

≥1.8%

指標 IG
ReelsTikTok YT

Shorts

エンゲージ
メント率

※データ出典：Meta/TikTok/Google公式レポートおよび自社ベンチマーク調査（2025年第1四半期）



1 最初の3秒が運命を分ける：プラットフォームアルゴリズムは初期視聴維持率を重視し、
2秒以内のフック設置で視聴維持率が19%向上

2

3

4

17種のフックはKPIに応じて選択：Emotional Hookは視聴維持率向上に、
Question Teaserはエンゲージメント率を高める効果

プラットフォーム特性に合わせた最適化：TikTokは刺激的、YouTube Shortsはストーリー性、
Instagram Reelsはビジュアル重視

継続的なデータ測定と改良：AVD≥60%、3秒完走率≥70%、CTR≥1.5%をKPIとし、
A/Bテストで常に進化させる

ターゲットオーディエンス分析とマイクロペルソナ作成

 17種フックカタログから 3-5種選定 （業界‧目的にマッチ）

 素材集め、撮影スケジュール作成、 スクリプト設計

同一内容で異なるフック の動画3-5パターン制作

 小規模公開と視聴データ収集（テスト投稿）

 3秒完走率 と AVD を中心に初期パフォーマンス測定

プラットフォーム別の パフォーマンス比較分析

最適フックの 洗練と改良 （視聴維持率曲線分析）

プラットフォーム別 最適化フックテンプレート 作成

最適化フックで 本格展開 （コンテンツカレンダー作成）

高パフォーマンス動画への 広告予算配分

フィードバックループ構築と継続的改善プロセス確立

30日アクションプラン 重要ポイント総括

ショート動画において「3秒フック」は最も重要な戦略的要素です。アクションプランを実施することで、エンゲージメントを飛躍的に向上させることが できます。効果をデータ
で検証しながら、継続的な改善サイクルを確立、未来のトレンドを見据えながらも、「今、視聴者の心を掴む」こと が、すべてのショート動画マーケティングの出発点です。

お問い合わせ先：info@b2b-whitepaper-team.com | ホワイトペーパー全文ダウンロード：www.shortvideomarketing.com/resources

結論：今すぐ実践を

第4週：スケール戦略

第2週：制作とA/Bテスト

第3週：データ分析と最適化

第1週：フック設計と素材準備

ユーザー生成コンテンツとフックの組み
合わせによる信頼性と拡散力の両立
予測普及時期：2025年中〜後期

UGC拡張

2

3

4

ショート動画のフックからライブコマー
スへの誘導による購買転換率向上

ライブコマース連携

予測普及時期：2025年後期

まとめと30日アクションプラン

1

未来トレンド予測

AIによる個人最適化フック生成で視聴者
のパーソナライズ体験が強化

AI生成フック

予測普及時期：2025年末〜2026年

インタラクティブフック
タップやスワイプでユーザーが参加でき
る双方向型フックの普及
予測普及時期：2026年前期



ベイコスメティックスのご紹介



株式会社ベイコスメティックス
取締役
クライアントの化粧品ブランド
プランナーとして伴走。
トレンドの移り変わりが早い化
粧品業界で200以上のブランド
を立ち上げた経験からクライア
ントの利益最大化に貢献。

早瀬 本基

株式会社MD代表取締役社長
住友商事、P&Gを経て、株式会
社MDを創業。200社以上の企業
を支援。ベイコスメティックス
社設立後、マーケティングを軸
とした商品・処方開発からチャ
ネル支援までを実施。

石井 賢介

株式会社ベイコスメティックス
代表取締役社長
新卒で電通入社後、ストラテジ
ックプランナーとして花王やト
ヨタなどの企業を担当。
化粧品開発において市場分析や
顧客分析をもとにした売れる商
品企画や販売プランを提案。

加藤 聡太

コアメンバー



実は他にも課題がたくさん隠れている場合も
自社ブランドで培った「勝ちパターン」を惜しみなく提供

商品コンセプト立案の
マーケティングフローがない

商品企画作りと
販売促進計画の断絶 容器などの資材手配の

長すぎるリードタイムに
引っ張られた全体計画

必要な分析、立案などへの
人的リソース不足

販売促進を含めた製造全体の
コスト計画の未整備

高すぎる資材費用により
在庫拡充による

金銭リスクの拡大トレンド情報やヒット事例
などの社内ノウハウ不足

販売チャネル拡大のための
交渉ノウハウ不足

新商品企画が出せない 販路を拡大できない 増産に時間がかかる

売れる商品が作れない 販促が上手くいかない 在庫リスクをとれない
表
層
の
課
題

深
層
の
課
題

1年間で累計100万本以上の販売実績を持つカプセルセラムを開発・製造してきました。

どの工程でつまずきやすいのか、どこを重点的に強化すべきかを熟知しているため
最短ルートで成功へ導く具体的な支援を提供できます。



どこよりもスピード対応/短納期/小ロット

どこよりもスピード対応/短納期/小ロット

スピード対応

最短1ヶ月で10万本以上のスピード
製造を実現します。（実績有り）

短納期

高い品質を保ちながら短納期も実
現。
最短3ヶ月で上市が可能。

小ロット

最小ロット1,000個からの対応
※カテゴリーによります。



お問い合わせ

お問い合わせはこちらから

無料登録フォーム電話番号

03-6823-7543
対応可能な時間帯：平日 10時～19時 / 土日祝は休み 受付：24時間 / 365日受付

無料相談をする >

https://baycosme.com/

